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３
月
26
日
（
火
）
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を

祝
福
し
、
あ
わ
せ
て
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
１
軒
の
ご
家
庭
に
「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

祝
い
金
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　辻
本

　結
衣

　ち
ゃ
ん

（
父
・
基
貴
さ
ん

　母
・
友
美
さ
ん
）

つ
じ
も
と

ゆ

い

（平成30年９月27日生まれ）

「
家
族
一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/
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　３月１日（金）～ 10日（日）に奈良市のカフェ Bar「ことのまあかり」にて、「きっと来たく
なるきなりの郷下北山村フェア」が開催されました。期間中は下北山村をモチーフにした
グッズや特産品の販売、サポートきなりの渡部みなみさんによる「手前味噌づくりワーク
ショップ」や村の文化を伝えるイベントなどが行われました。
　また、３月８日（金）東京都内の奈良まほろば館において、「下北山村の木材を使ったカッ
ティングボード作り」が行われました。スカイウッド㈱と奈良県奥大和・移住交流推進室
のご協力で、カッティングボード作りや村のPRを行いました。翌３月９日（土）には、東京
都内において「紀伊半島移住促進イベント」が行われ、
下北山村からは、地域おこし協力隊の小野正晴さん・
晴美さんがゲストとして参加し、下北山村へ移住し
たきっかけや村での暮らしを首都圏在住の参加者に
伝えていただきました。
　今後も村外の方々が様々な形で下北山村の魅力を
知り、村に足を運んでいただけたらと思います。



　
３
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
、
平
成
31

年
第
１
回
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

南
村
長
は
平
成
31
年
度
に
お
け
る
施
政

方
針
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
し

ま
し
た
。

　「
平
成
」
最
後
、
そ
し
て
新
し
い
元

号
と
な
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
年
４
月
30
日

天
皇
陛
下
が
御
退
位
さ
れ
、
皇
太
子
殿

下
が
翌
５
月
１
日
に
御
即
位
さ
れ
ま

す
。
国
民
こ
ぞ
っ
て
寿
（
こ
と
ほ
）
ぐ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
衷
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
上
程
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
等
の
審
議

を
お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
先
ず
は
新

年
度
の
施
政
方
針
を
ご
説
明
さ
せ
て
頂

き
、
村
議
会
議
員
の
皆
様
並
び
に
村
民

の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
る
ト

ラ
ン
プ
政
権
下
、
経
済
規
模
で
世
界
１

位
と
２
位
の
ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
い
う

２
つ
の
経
済
大
国
の
関
係
が
緊
迫
し
て

い
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
外

交
関
係
も
複
雑
化
し
た
現
在
、
大
国
同

士
の
経
済
対
立
は
世
界
全
体
に
影
響
を

平
成
31
年
度

平
成
31
年
度

施

政

方

針

施

政

方

針

及
ぼ
す
こ
と
は
勿
論
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
問
題
も
絡
み
世
界
経
済
の
新
た

な
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
貿
易
構
造
等
の
変
化
か
ら

来
る
経
済
の
変
動
は
、
我
が
国
の
政
治

経
済
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
及
ぶ
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
内
外
に
お
い
て
不
透

明
感
が
増
す
中
、
３
月
２
日
未
明
に
国

の
平
成
31
年
度
予
算
案
が
衆
議
院
本
会

議
を
通
過
し
、
年
度
内
に
成
立
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
案
の

総
額
が
初
め
て
１
０
０
兆
円
を
超
え
る

１
０
１
兆
４
，
５
７
１
億
円
で
過
去
最

大
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
は
、
本
村
に
と
っ
て
村

制
施
行
１
３
０
周
年
の
節
目
の
年
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
記
念
事
業
と
し

て
、
式
典
、
村
民
体
育
祭
、
夏
祭
り
関

連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し
、
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
策
定
し
た

「
下
北
山
村
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
が

５
年
目
を
迎
え
計
画
期
間
の
最
終
年
と

な
る
こ
と
か
ら
、
重
点
施
策
を
引
き
続

き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
を
総
括
し
て
、
31
年
度
中
に
以
後

５
年
間
の
「
第
２
期
地
方
創
生
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
土
台
と
し
て
、

活
力
あ
る
村
づ
く
り
、
高
齢
者
の
皆
様

に
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を

目
指
し
、
村
民
の
皆
様
と
行
政
が
手
を

携
え
て
、「
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ

た
」、「
行
き
た
い
、
行
っ
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
村
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
平
成
31
年

度
か
ら
は
保
・
小
・
中
合
同
校
舎
建
設

が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

31
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
全

て
の
分
野
に
お
い
て
効
率
的
な
事
業
執

行
を
意
識
し
て
予
算
編
成
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
の
予
算
と
し
て
、
本
村

の
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
は

25
億
８
，
４
０
０
万
円
、
前
年
度
対
比

７
億
９
，
０
０
０
万
円
増
と
、
保
・

小
・
中
合
同
校
舎
建
設
事
業
の
関
係
で
、

44
％
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

特

別

会

計
７

会

計

の

合

計

は

５
億
８
，
２
６
７
万
７
千
円
、
前
年
度

対
比
１
，
０
５
７
万
円
減
、
1.8
％
の
減

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
の
合
計
で

は
、
31
億
６
，
６
６
２
万
７
千
円
、
前

年
度
対
比
７
億
７
，
９
４
３
万
円
増
、

３
２
．
７
％
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
ず
歳
入
に
お
い
て
、
村
税
で
は
固

定
資
産
税
の
償
却
資
産
（
電
源
開
発

関
係
）
の
関
係
で
、
前
年
度
よ
り
約

８
０
０
万
円
程
度
の
減
額
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。

　
国
県
支
出
金
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
地
方
創
生
関
連
交
付
金
を
見
込
ん
で

お
り
、そ
の
他
と
し
て
災
害
復
旧
等（
前

鬼
線
）
の
補
助
金
や
、
平
成
31
年
度
以

降
の
新
た
な
財
源
と
し
て
森
林
環
境
譲

与
税
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
歳
入
比
率
の
一
番
大
き
な
地
方

交
付
税
は
、
前
年
度
予
算
と
同
様
の
額

で
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
昨
年

度
か
ら
、
国
の
交
付
税
算
定
方
式
の
変

更
に
よ
り
交
付
税
が
減
額
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
財
政
的
に
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
31
年
度
に
実
施
さ
れ
る
保
・

小
・
中
合
同
校
舎
建
設
等
の
大
型
の
建

設
事
業
や
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
増
加
の
た

め
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
村
債
の

発
行
額
が
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
、
村
債
に
つ
い
て
は
、
後
年
度

の
財
政
措
置
率
が
高
い
過
疎
債
や
辺
地

債
等
、
有
利
な
村
債
の
発
行
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

１
　
森
と
生
き
る
「
仕
事
づ
く
り
、
も

の
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
」
関
連
で
は

◆
地
域
資
源
を
生
か
し
た
林
業
の
推
進

と
し
て
、
地
方
創
生
関
連
交
付
金
と
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た
自

伐
型
林
業
を
平
成
28
年
度
か
ら
継
続
し

て
展
開
し
、
持
続
可
能
な
林
業
を
目
指

し
ま
す
。
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ま
た
、
同
交
付
金
を
活
用
し
て
平
成

29
年
度
に
整
備
し
30
年
度
か
ら
再
稼
動

を
し
て
い
る
林
産
加
工
施
設
に
つ
い
て

は
、
本
村
の
林
業
振
興
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
林
産
物
の
利
用
促
進
と
雇
用
の

場
の
確
保
を
図
る
べ
く
30
年
度
に
引
き

続
き
、
保
・
小
・
中
合
同
校
舎
建
設
工

事
で
使
用
す
る
内
装
材
を
製
材
す
る
な

ど
、
村
の
中
で
素
材
か
ら
加
工
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
す
べ
て
完
結
す
る
６
次

産
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤

整
備
交
付
金
事
業
」
等
の
補
助
金
を
活

用
し
た
間
伐
施
業
を
行
う
な
ど
、
従
来

か
ら
の
森
林
整
備
も
継
続
し
て
行
い
ま

す
。

◆
起
業
・
就
業
支
援
で
は
、
平
成
29
年

度
に
整
備
し
た
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
に
、
平
成
30

年
度
に
個
人
事
業
主
が
入
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
個
室
ス
ペ
ー
ス
へ
の
企
業
誘

致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
村
内
外
の
方

に
利
用
し
て
頂
け
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
起
業
支
援
補
助
金
」
に
つ

い
て
も
、
平
成
30
年
度
に
１
件
活
用
し

て
頂
き
村
内
で
起
業
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

◆
「
き
な
り
の
郷
ブ
ラ
ン
ド
・
特
産
品
」

の
研
究
・
開
発
で
は
、
移
住
者
等
を
中

心
に
個
々
の
事
業
者
が
商
品
を
開
発
し

て
き
な
り
館
で
販
売
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
村
と
し
て

も
村
内
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

た
め
に
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
を
統
一
し
、
引
き
続
き
地
元

業
者
や
生
産
者
と
の
協
議
を
通
じ
、
推

進
交
付
金
を
活
用
し
た
新
た
な
商
品
開

発
の
研
究
を
推
進
致
し
ま
す
。

◆
地
域
内
消
費
の
喚
起
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
「
き
な
り
の
郷
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」
の
発
行
を
行
い
、
地
域
の
消

費
喚
起
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31

年
度
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
合
わ
せ

て
、
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
向
け
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
10
月
か
ら

国
の
財
政
支
援
を
活
用
し
て
実
施
し
ま

す
。

◆
獣
害
対
策
で
は
、「
有
害
獣
防
除
柵

設
置
補
助
金
」、「
獣
害
対
策
奨
励
補
助

金
」
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

対
策
の
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

２
　
森
に
遊
ぶ
「
も
て
な
し
、
ふ
れ
あ

い
、
感
動
づ
く
り
」
関
連
で
は

◆
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
取
り
組

み
と
し
て
、奈
良
県
と
の
共
同
事
業「
奈

良
下
北
山
む
ら
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を

引
き
続
き
実
施
し
、
交
流
だ
け
で
な
く

関
係
す
る
受
講
生
が
提
案
す
る
プ
ラ
ン

の
実
現
を
通
じ
て
、
地
域
内
或
い
は
首

都
圏
で
下
北
山
村
の
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
北
山
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
に
対
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
始

め
と
す
る
各
種
事
業
と
連
動
し
て
地
域

に
貢
献
頂
け
る
関
係
人
口
の
創
出
を
通

じ
て
、
下
北
山
村
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

◆
観
光
の
拠
点
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改

修
整
備
を
順
次
進
め
て
お
り
、
平
成
31

年
度
で
は
水
力
発
電
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
「
や
す
ら
ぎ
」
客
室
の
一
部
を

改
修
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
プ
場
サ

ニ
タ
リ
ー
棟
の
屋
根
を
葺
き
替
え
ま

す
。

　
ま
た
、
西
の
川
の
大
里
堰
堤
の
魚
道

を
改
修
し
て
鮎
が
遡
上
し
や
す
い
環
境

整
備
を
行
い
、
釣
り
客
の
増
加
を
図
り

ま
す
。

◆
下
北
山
村
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
支
援
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
同
様
「
夏
祭
り
」、「
キ
ッ
ズ
バ
ス

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
や
、
そ
の

他
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
温
泉
優
待
券
の
発
行

を
行
い
、
き
な
り
の
湯
の
入
湯
者
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
が
自
立
を
目
指
し
て
自
然
を
活
用

し
た
取
り
組
み
（
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
）

を
モ
デ
ル
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、

今
後
新
た
に
観
光
分
野
の
協
力
隊
員
を

雇
用
す
る
こ
と
で
新
た
な
観
光
ル
ー
ト

の
開
拓
や
体
験
等
の
企
画
の
創
出
を
目

指
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
進
め
て

い
る
奈
良
県
と
の
協
定
事
業
で
あ
る

「
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
地
区
郷
（
ま

ち
）
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
31

年
度
に
基
本
計
画
に
入
り
ま
す
。
観
光

拠
点
で
あ
る
同
地
区
を
中
心
と
し
た
地

域
振
興
に
努
め
、
年
間
を
通
じ
て
来
訪

者
を
得
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
や
、
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

３
　
森
で
育
む
「
子
ど
も
の
笑
顔
と
き

な
り
ラ
イ
フ
」
関
連
で
は

◆
移
住
・
定
住
の
促
進
で
は
、
引
き
続

き
空
き
家
の
活
用
も
含
め
て
、
専
門
機

関
と
協
力
し
て
移
住
先
の
家
の
紹
介
と

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
利
用
者

や
自
伐
型
林
業
研
修
の
参
加
者
等
か

ら
、
一
定
期
間
の
お
試
し
施
設
の
声
が

上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
（
段
階
）
と
し
て
改
め
て
空

き
家
を
活
用
し
た
移
住
体
験
施
設
の
整

備
を
目
指
し
ま
す
。

　
一
方
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た

め
に
、
引
き
続
き
新
築
、
空
き
家
購
入
・

改
修
の
補
助
や
家
賃
補
助
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

◆
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
切
れ
目

な
い
支
援
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い

金
、乳
幼
児
紙
お
む
つ
購
入
助
成
、チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
を
継
続
実
施

し
ま
す
。
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ま
た
今
年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
見
直
し
の
年
と
な
り
、

評
価
検
証
を
行
い
次
期
計
画
の
策
定
を

行
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
も
、
乳
幼

児
健
診
や
妊
産
婦
検
診
、
不
妊
治
療
や

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
31
年

度
か
ら
通
常
保
育
料
を
無
料
に
し
ま

す
。

　
ま
た
、
早
朝
保
育
・
延
長
保
育
の
実

施
や
一
歳
児
保
育
の
受
け
入
れ
等
、
保

育
事
業
の
よ
り
一
層
の
充
実
・
強
化
を

図
っ
て
子
育
て
支
援
に
努
め
ま
す
。

◆
健
康
管
理
事
業
と
し
て
、
総
合
健
診

や
が
ん
検
診
、
各
種
予
防
教
室
や
相
談

会
、
各
種
予
防
接
種
等
を
引
き
続
き
実

施
し
、
村
民
の
健
康
管
理
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
禁
煙

外
来
の
補
助
を
希
望
者
に
対
し
実
施
し

ま
す
。

◆
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
・

児
童
・
障
害
者
等
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
支

え
合
う
総
合
的
な
「
地
域
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

◆
教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
予
て
よ

り
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
保
・

小
・
中
合
同
校
舎
の
建
設
が
始
ま
り

ま
す
。
当
初
の
予
定
で
は
、
31
年
度

の
単
年
度
事
業
と
し
て
工
事
を
行
い
、

２
０
２
０
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
て

事
業
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
全
国
的
な
人
手
不
足
、
そ
の
中

で
も
建
設
業
界
の
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

施
設
や
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
伴
う

ホ
テ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
等
が
業
界
全

体
の
予
想
を
超
え
て
お
り
、
鉄
鋼
関
係

の
一
部
建
築
資
材
が
極
端
に
不
足
す
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
村
の
合
同
校
舎
建
設
に
つ
い
て
も
、

工
事
は
間
に
合
っ
た
と
し
て
も
そ
の
後

の
引
越
し
や
開
校
ま
で
の
準
備
期
間
が

確
保
で
き
な
い
事
態
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　
村
で
は
、
学
校
運
営
や
子
ど
も
達

に
与
え
る
影
響
な
ど
も
含
め
て
総
合

的
に
判
断
し
た
結
果
、
開
校
時
期
を

２
０
２
０
年
９
月
に
先
送
り
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
福
祉
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
い
こ

い
の
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
一
式
の
入
れ
替
え
を

行
い
、
入
居
者
・
利
用
者
の
安
全
安
心

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◆
下
北
山
村
な
ら
で
は
の
密
度
の
高
い

教
育
の
実
現
を
目
指
し
、
小
学
校
に
お

い
て
は
引
き
続
き
複
式
学
級
解
消
と
特

別
支
援
学
級
補
助
の
た
め
の
村
費
教
員

を
配
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

と
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

育
）
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
夏
休
み
の

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
寺
子
屋
教
室

も
引
き
続
き
実
施
し
、
そ
の
他
に
放
課

後
子
ど
も
教
室
と
し
て
書
道
教
室
と
英

会
話
教
室
を
開
設
し
ま
す
。

　
中
学
校
に
お
い
て
は
、
１
・
２
年
生

を
対
象
に
今
年
も
夏
休
み
期
間
中
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ケ
ア
ン
ズ
に
１
週
間

ほ
ど
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
海

外
短
期
語
学
留
学
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
免
許
外
教
科
解
消
の
た
め
村

費
教
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
夏
休

み
・
冬
休
み
期
間
中
に
復
習
と
受
験
勉

強
を
目
指
し
た
公
設
塾
を
開
設
し
ま

す
。

　
小
・
中
学
校
の
教
育
の
質
の
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
、
少
人
数
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
不
足
を
改
善

す
る
た
め
、
遠
隔
教
育
へ
の
取
り
組
み

を
充
実
し
他
校
と
の
交
流
を
深
め
ま

す
。

　
ま
た
、
村
費
指
導
主
事
を
配
置
し
、

小
・
中
一
貫
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し   

て
調
整
と
進
展
を
図
り
、
併
せ

て
若
い
教
師
の
能
力
開
発
に
努
め
ま

す
。

　
小
・
中
学
校
へ
の
通
学
支
援
と
し
て
、

計
画
の
保
・
小
・
中
合
同
校
舎
へ
の
通

学
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
老
朽

化
へ
の
対
応
と
併
せ
て
適
正
規
模
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）
１
台

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
実
施
し
て

お
り
ま
す
、
奈
良
県
立
高
等
学
校
総
合

寄
宿
舎
や
私
立
学
校
寮
に
入
寮
し
て
い

る
生
徒
に
対
し
、
寮
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

◆
新
規
事
業
と
し
て
、
国
の
制
度
に
基

づ
き
小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援

学
級
に
就
学
す
る
児
童
若
し
く
は
生
徒

の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
負
担
能
力
の
程
度
に
応
じ
就
学

の
た
め
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
、

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
補
助
事
業

を
開
始
し
ま
す
。

◆
安
全
な
道
づ
く
り
で
は
、
池
郷
線
、

大
小
井
ウ
ノ
ス
線
の
災
害
防
除
工
事
を

継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
前
鬼
釈
迦
線
で

は
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
の
補
修
工
事
と
、

昨
年
の
台
風
で
被
災
し
た
箇
所
の
復
旧

工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
上
桑
原
地

区
で
は
村
道
延
長
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
林
道
で
は
、
四
の
川
線
と
ト
ボ
ト
谷

線
で
環
境
保
全
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
施
政
方
針
と

当
初
予
算
案
に
計
上
し
ま
し
た
重
点
事

項
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。な
お
、

予
算
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
予

算
関
係
資
料
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
予
算
審
議
の
過
程
で
ご
審
議
頂
き

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ
れ卒業式・卒園式が行われました。
　４月から新しい学校生活が始まりますね。不安や戸惑いもあると思いますが、共に過ごした仲間との思い出
を胸に勇気をもって新たな一歩を踏み出してください。
　特に、中学校を卒業された皆さんはこれまで慣れ親しんだこの下北山村を離れ、また親元を離れての生活
となり今までと全く違った環境の中で新しい生活がスタートしますが、中学校時代に学んだことを自信にして精
一杯頑張ってください。
　なお、卒業・卒園された皆さんは次のとおりです。

小学校　・德本　雄大
　　　　・竹株　凜
　　　　・大上　咲良
　　　　・下垣内　萌乃架
　　　　・門川　嶺秀
　　　　・戸嶋　悠嗣
　　　　・中村　優真

保育所　・田中　心陽
　　　　・河村　摩耶

中学校　・大上　こころ
　　　　・橋詰　新菜
　　　　・福岡　羽澄
　　　　・前更　予徹
　　　　・西脇　大輔

　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ

ご卒業・ご卒園おめでとうございます

保育所　・田中　心陽保育所　・田中　心陽
　　　　・河村　摩耶　　　　・河村　摩耶
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　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ
れ卒業式・卒園式が行われました。
　４月から新しい学校生活が始まりますね。不安や戸惑いもあると思いますが、共に過ごした仲間との思い出
を胸に勇気をもって新たな一歩を踏み出してください。
　特に、中学校を卒業された皆さんはこれまで慣れ親しんだこの下北山村を離れ、また親元を離れての生活
となり今までと全く違った環境の中で新しい生活がスタートしますが、中学校時代に学んだことを自信にして精
一杯頑張ってください。
　なお、卒業・卒園された皆さんは次のとおりです。

小学校　・德本　雄大
　　　　・竹株　凜
　　　　・大上　咲良
　　　　・下垣内　萌乃架
　　　　・門川　嶺秀
　　　　・戸嶋　悠嗣
　　　　・中村　優真

保育所　・田中　心陽
　　　　・河村　摩耶

中学校　・大上　こころ
　　　　・橋詰　新菜
　　　　・福岡　羽澄
　　　　・前更　予徹
　　　　・西脇　大輔

　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月１５日・小学校が３月２０日・保育所が３月２７日にそれぞ

ご卒業・ご卒園おめでとうございます

保育所　・田中　心陽保育所　・田中　心陽
　　　　・河村　摩耶　　　　・河村　摩耶
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一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳出・性質別）

その他の内訳

平成31年度 当初予算 総額 31億 6,662万7千円（対前年度比32.65％増）
３月定例議会において承認された、平成

一般会計 25億8,400万 円（対前年度比44.04％増）

（対前年度比1.78％減）

31年度当初予算の概要は次のとおりです。

その他　3.4% その他　1.1％

農林水産業費
4.5％

議会費　1.5％

総務費
15.7％

公債費
8.0％

教育費
38.9％

消防費　3.7％

土木費
7.0％

民生費
8.4％

衛生費
6.3％

商工費
4.9％

村　税
9.3%

村　債
31.8%

地方交付税
28.6%

分担金及び負担金 0.2％
使用料及び手数料 1.1%

国庫支出金 5.1%
県支出金 3.2%

繰越金
1.0%

繰入金
16.3%

※交付金…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金
　　　　　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車所得税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金

一般会計（歳入）

その他の内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計 5億8,262万7千円 基金の状況 （一般会計分）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

村　　税

241,565 740,000 4,367 28,739 132,292 82,977 420,855 25,000 820,500 87,705 2,584,000

地方交付税 分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 繰入金 繰越金 村　　債 その他 合　　計

＜歳出＞

歳 出歳 入

＜歳入＞

87,70521,837 19,392 11,132 2,001 33,343

合　　計諸　収　入寄　付　金財産収入交　付　金地方譲与税

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道 池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

H31年度

H30年度

差　　額（千円）

前年度比（　％　）

177,329

148,204

29,125

19.65

89,414

110,716

▲ 21,302

▲ 19.24

46,291

48,277

▲ 1,986

▲ 4.11

13,458

15,386

▲ 1,928

▲ 12.53

48,813

55,961

▲ 7,148

▲ 12.77

185,410

192,341

▲ 6,931

▲ 3.60

21,912

22,312

▲ 400

▲ 1.79

582,627

593,197

▲ 10,570

▲ 1.78

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　計

37,311 406,564 217,755

労　働　費

400

災害復旧費

23,156

予　備　費

4,805

計

28,361

161,484 117,099 127,491 181,039 96,514 1,003,982 206,400 28,361 2,584,000

予備費繰出金貸付金投資及び
出資金公債費普通建設

事業費補助費等扶助費維　持
補修費物件費人件費 積立金

334,743 441,267 13,953 38,934 250,919 1,070,054

災害復旧
事業費
23,156 206,400 7,777 0 3,255 188,737 4,805

合　計

2,584,000

基　金　の　名　称 平成30年度末
現在高（見込）

平成31年度末
現在高（見込） 基　金　の　名　称 平成30年度末

現在高（見込）
平成31年度末
現在高（見込）

地域福祉基金（シルバー募金）

公 共 施 設 基 金

消防団員特別出動等基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

　 計 　

1,840,345

108,047

299,981

255,213

1,426,300

108,147

300,204

256,365

11,968

60,037

13,148

43,473

2,632,212

11,859

60,402

11,366

44,491

2,219,134

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金
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一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳出・性質別）

その他の内訳

平成31年度 当初予算 総額 31億 6,662万7千円（対前年度比32.65％増）
３月定例議会において承認された、平成

一般会計 25億8,400万 円（対前年度比44.04％増）

（対前年度比1.78％減）

31年度当初予算の概要は次のとおりです。

その他　3.4% その他　1.1％

農林水産業費
4.5％

議会費　1.5％

総務費
15.7％

公債費
8.0％

教育費
38.9％

消防費　3.7％

土木費
7.0％

民生費
8.4％

衛生費
6.3％

商工費
4.9％

村　税
9.3%

村　債
31.8%

地方交付税
28.6%

分担金及び負担金 0.2％
使用料及び手数料 1.1%

国庫支出金 5.1%
県支出金 3.2%

繰越金
1.0%

繰入金
16.3%

※交付金…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金
　　　　　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車所得税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金

一般会計（歳入）

その他の内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計 5億8,262万7千円 基金の状況 （一般会計分）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

村　　税

241,565 740,000 4,367 28,739 132,292 82,977 420,855 25,000 820,500 87,705 2,584,000

地方交付税 分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 繰入金 繰越金 村　　債 その他 合　　計

＜歳出＞

歳 出歳 入

＜歳入＞

87,70521,837 19,392 11,132 2,001 33,343

合　　計諸　収　入寄　付　金財産収入交　付　金地方譲与税

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道 池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

H31年度

H30年度

差　　額（千円）

前年度比（　％　）

177,329

148,204

29,125

19.65

89,414

110,716

▲ 21,302

▲ 19.24

46,291

48,277

▲ 1,986

▲ 4.11

13,458

15,386

▲ 1,928

▲ 12.53

48,813

55,961

▲ 7,148

▲ 12.77

185,410

192,341

▲ 6,931

▲ 3.60

21,912

22,312

▲ 400

▲ 1.79

582,627

593,197

▲ 10,570

▲ 1.78

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　計

37,311 406,564 217,755

労　働　費

400

災害復旧費

23,156

予　備　費

4,805

計

28,361

161,484 117,099 127,491 181,039 96,514 1,003,982 206,400 28,361 2,584,000

予備費繰出金貸付金投資及び
出資金公債費普通建設

事業費補助費等扶助費維　持
補修費物件費人件費 積立金

334,743 441,267 13,953 38,934 250,919 1,070,054

災害復旧
事業費
23,156 206,400 7,777 0 3,255 188,737 4,805

合　計

2,584,000

基　金　の　名　称 平成30年度末
現在高（見込）

平成31年度末
現在高（見込） 基　金　の　名　称 平成30年度末

現在高（見込）
平成31年度末
現在高（見込）

地域福祉基金（シルバー募金）

公 共 施 設 基 金

消防団員特別出動等基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

　 計 　

1,840,345

108,047

299,981

255,213

1,426,300

108,147

300,204

256,365

11,968

60,037

13,148

43,473

2,632,212

11,859

60,402

11,366

44,491

2,219,134

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金
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　２
月
26
日
（
火
）、Ｂ

Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（
旧

山

村

留
学
山
び
こ
寮
）
に

て
本
村
の
伝
統
野
菜

で
あ
る
「
下
北
春
ま

な
」
を
テ
ー
マ
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　ゲ
ス
ト
に
株
式
会

社
粟
の※

三
浦
雅
之

氏
と
下
北
山
村
特
産

物
加
工
組
合
の

　岡

道
則
氏
・

　岡
千
種

氏
を
招
き
、
下
北
山

村
で
し
か
育
た
な
い

貴
重
な
大
和
野
菜
「
下

北
春
ま
な
」
の
価
値

や
生
産
に
つ
い
て
対

話
を
し
、
村
内
か
ら

10
名
、
村
外
か
ら
も

27
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、

「
改
め
て
下
北
春
ま
な
が
貴
重
な
野
菜
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
」

「
下
北
春
ま
な
の
生
産
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
後
は
交
流
会
を
行
い
、「
下
北
春
ま
な
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

※

三
浦
雅
之
氏
は
、
奈
良
市
内
で
レ
ス
ト
ラ
ン
「
清
澄
の
里 

粟
」
や
「
粟 

な
ら
ま
ち
店
」
を
経
営
し
、
大
和
伝
統
野
菜
の
研
究

や
保
存
を
し
て
い
ま
す
。

第
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子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

粟や
保
存
を
し
て
い
ま
す
。

　２
月

Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

留
学
山
び
こ
寮
）
に

て
本
村
の
伝
統
野
菜

で
あ
る
「
下
北
春
ま

な
」
を
テ
ー
マ
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

「Dialogue　BIYORI

し
た
。

　ゲ
ス
ト
に
株
式
会

社
粟
の

氏
と
下
北
山
村
特
産

物
加
工
組
合
の

　岡

道
則
氏
・

　岡
千
種

氏
を
招
き
、
下
北
山

村
で
し
か
育
た
な
い

貴
重
な
大
和
野
菜
「
下

北
春
ま
な
」
の
価
値

や
生
産
に
つ
い
て
対

話
を
し
、
村
内
か
ら

10
名
、
村
外
か
ら
も

27
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、

「
改
め
て
下
北
春
ま
な
が
貴
重
な
野
菜
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
」

「
下
北
春
ま
な
の
生
産
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
後
は
交
流
会
を
行
い
、「
下
北
春
ま
な
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※ 氏
を
招
き
、
下
北
山

村
で
し
か
育
た
な
い

貴
重
な
大
和
野
菜
「
下

北
春
ま
な
」
の
価
値

や
生
産
に
つ
い
て
対

話
を
し
、
村
内
か
ら

1027い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、

「
改
め
て
下
北
春
ま
な
が
貴
重
な
野
菜
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
」

「
下
北
春
ま
な
の
生
産
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
後
は
交
流
会
を
行
い
、「
下
北
春
ま
な
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

留
学
山
び
こ
寮
）
に

て
本
村
の
伝
統
野
菜

で
あ
る
「
下
北
春
ま

な
」
を
テ
ー
マ
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

Dialogue　BIYORI
～紀伊半島の“なりわい”を考えるトークセッション～」の開催

　３
月
９
日（
土
）、橿
原
運
動
公
園
（
橿

原
市
）
に
お
い
て
、
「
第
14
回
市
町
村

対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　県
内
39
市
町
村
の
小
学
５
・
６
年
生

約
４
１
０
人
が
参
加
し
、
男
女
４
区
間

ず
つ
の
計
８
区
間
（
約
14
キ
ロ
）
を
走

る
駅
伝
の
部
と
、
約
1.8
キ
ロ
を
走
る
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
部
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　下
北
山
村
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
上

北
山
村
と
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
本

村
の
４
・
６
年
生
９
名
と
、
上
北
山
村

の
４
年
生
１
名
が
、
駅
伝
と
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。

　保
護
者
の
方
々
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
応

援
を
一
身
に
受
け
な
が
ら
駆
け
抜
け
る

子
ど
も
達
を
見
て
、
応
援
に
も
熱
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　駅
伝
の
部
は
37
チ
ー
ム
中
33
番
目

（
記
録
は
１
時
間
２
分
31
秒
）
で
し
た

が
、
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　世
界
で

活
躍
さ
れ

て
い
る
映

画
監
督
の

河
瀬
直
美

さ
ん
が
、

１
月
22
日

（
火
）
に

来
村
さ
れ

ま
し
た
。

　河
瀬
監

督
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に
お
い
て

「
萌
の
朱
雀
」
で
カ
メ
ラ
ド
ー
ル
（
新

人
監
督
賞
）、「
殯
の
森
」
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
に
高

い
評
価
を
得
て
い
る
奈
良
県
出
身
の
映

画
監
督
で
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
公
式
記
録

映
画
の
監
督
を
務
め
ら
れ
る
こ
と
も
決

定
し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
来
村
は
、
奈
良
県
が
制
作
し

て
い
る
「
美
し
き
日
本 

奈
良
」
の
映

像
取
材
が
目
的
で
、
当
日
は
役
場
に
て

南
村
長
と
対
談
し
た
後
に
、
村
の
伝
統

野
菜
「
下
北
春
ま
な
」
の
生
産
者
や
林

産
加
工
所
で
働
く
方
を
取
材
、
下
北
山

村
の
文
化
や
伝
統
に
触
れ
る
映
像
を
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
映
像
は
、
奈
良
県
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
広
く
公
開

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督  

河
瀬
直
美
さ
ん
来
村

    

河
瀬
直
美
さ
ん
来
村

日
本
を
代
表
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映
画
監
督

日
本
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河
瀬
直
美
さ
ん
来
村

　３月３日(日)、きなり館にて昨年も好評をいただいた「きなりの郷　下北山村物産展」が開催
されました。
　館内では、下北春まなや鹿肉を使った「きなり鍋」のふるまいや、初めての試みである鹿肉の
コロッケ等の販売があり、多くの方から「美味しい」と好評をいただきました。
　館外では「サポートきなり」による新鮮な野菜の販売も実施され、下北春まなをはじめ、様々
な村の野菜、加工品等が並びました。あいにくの小雨の中ではありましたが、村民や来訪者で大
きな賑わいを見せました。午後からは餅つきもあり、親子連れで楽しまれていました。
　下北山村に初めて来ていただいた方にも、この物産展を通じて下北山村の特産品、魅力につい
て知っていただける良い機会になっていただけたことと思います。

きなりの郷　下北山物産展開催！

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　ま
た
、
過
去
に
は
、
前
鬼
の
里
の
文

化
や
小
仲
坊
61
代
当
主 

五
鬼
助
義
之

さ
ん
を
取
材
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
映
像

に
つ
い
は
、
奈
良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
奈
良
県
の
紹
介
」↓「
観
光
・
文
化
情

報 

美
し
き
日
本 

奈
良
」↓「
下
北
山
村 

前
鬼
山
」
の
タ
イ
ト
ル
で
視
聴
が
可
能

で
す
。

　世
界
で

活
躍
さ
れ

て
い
る
映

画
監
督
の

河
瀬
直
美

さ
ん
が
、

１
月

（
火
）
に

来
村
さ
れ

ま
し
た
。

　河
瀬
監

督
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に
お
い
て

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
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映
画
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督
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　２
月
26
日
（
火
）、Ｂ

Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（
旧

山

村

留
学
山
び
こ
寮
）
に

て
本
村
の
伝
統
野
菜

で
あ
る
「
下
北
春
ま

な
」
を
テ
ー
マ
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　ゲ
ス
ト
に
株
式
会

社
粟
の※

三
浦
雅
之

氏
と
下
北
山
村
特
産

物
加
工
組
合
の

　岡

道
則
氏
・

　岡
千
種

氏
を
招
き
、
下
北
山

村
で
し
か
育
た
な
い

貴
重
な
大
和
野
菜
「
下

北
春
ま
な
」
の
価
値

や
生
産
に
つ
い
て
対

話
を
し
、
村
内
か
ら

10
名
、
村
外
か
ら
も

27
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、

「
改
め
て
下
北
春
ま
な
が
貴
重
な
野
菜
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
」

「
下
北
春
ま
な
の
生
産
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
後
は
交
流
会
を
行
い
、「
下
北
春
ま
な
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

※

三
浦
雅
之
氏
は
、
奈
良
市
内
で
レ
ス
ト
ラ
ン
「
清
澄
の
里 

粟
」
や
「
粟 

な
ら
ま
ち
店
」
を
経
営
し
、
大
和
伝
統
野
菜
の
研
究

や
保
存
を
し
て
い
ま
す
。

第
14
回
市
町
村
対
抗

 
子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

第
14
回
市
町
村
対
抗

回
市
町
村
対
抗

回
市
町
村
対
抗

回
市
町
村
対
抗

回
市
町
村
対
抗

回
市
町
村
対
抗

回
市
町
村
対
抗

回
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

第
14
回
市
町
村
対
抗

 
子
ど
も
駅
伝
大
会
参
加

粟や
保
存
を
し
て
い
ま
す
。

　２
月

Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

留
学
山
び
こ
寮
）
に

て
本
村
の
伝
統
野
菜

で
あ
る
「
下
北
春
ま

な
」
を
テ
ー
マ
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
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し
ま
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。
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し
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。
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の
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北
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村
特
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物
加
工
組
合
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　岡

道
則
氏
・

　岡
千
種

氏
を
招
き
、
下
北
山

村
で
し
か
育
た
な
い

貴
重
な
大
和
野
菜
「
下

北
春
ま
な
」
の
価
値

や
生
産
に
つ
い
て
対

話
を
し
、
村
内
か
ら

10
名
、
村
外
か
ら
も

27
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、

「
改
め
て
下
北
春
ま
な
が
貴
重
な
野
菜
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
」

「
下
北
春
ま
な
の
生
産
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
き
た
い
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
後
は
交
流
会
を
行
い
、「
下
北
春
ま
な
」

に
つ
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て
意
見
交
換
や
情
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交
換
が
行
わ
れ
ま
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た
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、
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「
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や
生
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に
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て
対

話
を
し
、
村
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だ
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ま
し
た
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加
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は
、
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下
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が
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野
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あ
る
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と
を
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」

「
下
北
春
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の
生
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を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
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た
い
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
後
は
交
流
会
を
行
い
、「
下
北
春
ま
な
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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び
こ
寮
）
に

て
本
村
の
伝
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野
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で
あ
る
「
下
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」
を
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マ
に
イ
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ン
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を
開
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し
ま

し
た
。
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　３
月
９
日（
土
）、橿
原
運
動
公
園
（
橿

原
市
）
に
お
い
て
、
「
第
14
回
市
町
村

対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　県
内
39
市
町
村
の
小
学
５
・
６
年
生

約
４
１
０
人
が
参
加
し
、
男
女
４
区
間

ず
つ
の
計
８
区
間
（
約
14
キ
ロ
）
を
走

る
駅
伝
の
部
と
、
約
1.8
キ
ロ
を
走
る
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
の
部
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　下
北
山
村
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
上

北
山
村
と
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
本

村
の
４
・
６
年
生
９
名
と
、
上
北
山
村

の
４
年
生
１
名
が
、
駅
伝
と
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。

　保
護
者
の
方
々
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
応

援
を
一
身
に
受
け
な
が
ら
駆
け
抜
け
る

子
ど
も
達
を
見
て
、
応
援
に
も
熱
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　駅
伝
の
部
は
37
チ
ー
ム
中
33
番
目

（
記
録
は
１
時
間
２
分
31
秒
）
で
し
た

が
、
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　世
界
で

活
躍
さ
れ

て
い
る
映

画
監
督
の

河
瀬
直
美

さ
ん
が
、

１
月
22
日

（
火
）
に

来
村
さ
れ

ま
し
た
。

　河
瀬
監

督
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に
お
い
て

「
萌
の
朱
雀
」
で
カ
メ
ラ
ド
ー
ル
（
新

人
監
督
賞
）、「
殯
の
森
」
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
に
高

い
評
価
を
得
て
い
る
奈
良
県
出
身
の
映

画
監
督
で
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
公
式
記
録

映
画
の
監
督
を
務
め
ら
れ
る
こ
と
も
決

定
し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
来
村
は
、
奈
良
県
が
制
作
し

て
い
る
「
美
し
き
日
本 

奈
良
」
の
映

像
取
材
が
目
的
で
、
当
日
は
役
場
に
て

南
村
長
と
対
談
し
た
後
に
、
村
の
伝
統

野
菜
「
下
北
春
ま
な
」
の
生
産
者
や
林

産
加
工
所
で
働
く
方
を
取
材
、
下
北
山

村
の
文
化
や
伝
統
に
触
れ
る
映
像
を
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
映
像
は
、
奈
良
県
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
広
く
公
開

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督  

河
瀬
直
美
さ
ん
来
村

    

河
瀬
直
美
さ
ん
来
村

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督  

河
瀬
直
美
さ
ん
来
村

　３月３日(日)、きなり館にて昨年も好評をいただいた「きなりの郷　下北山村物産展」が開催
されました。
　館内では、下北春まなや鹿肉を使った「きなり鍋」のふるまいや、初めての試みである鹿肉の
コロッケ等の販売があり、多くの方から「美味しい」と好評をいただきました。
　館外では「サポートきなり」による新鮮な野菜の販売も実施され、下北春まなをはじめ、様々
な村の野菜、加工品等が並びました。あいにくの小雨の中ではありましたが、村民や来訪者で大
きな賑わいを見せました。午後からは餅つきもあり、親子連れで楽しまれていました。
　下北山村に初めて来ていただいた方にも、この物産展を通じて下北山村の特産品、魅力につい
て知っていただける良い機会になっていただけたことと思います。

きなりの郷　下北山物産展開催！

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　ま
た
、
過
去
に
は
、
前
鬼
の
里
の
文

化
や
小
仲
坊
61
代
当
主 

五
鬼
助
義
之

さ
ん
を
取
材
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
映
像

に
つ
い
は
、
奈
良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
奈
良
県
の
紹
介
」↓「
観
光
・
文
化
情

報 

美
し
き
日
本 

奈
良
」↓「
下
北
山
村 

前
鬼
山
」
の
タ
イ
ト
ル
で
視
聴
が
可
能

で
す
。

　世
界
で

活
躍
さ
れ

て
い
る
映

画
監
督
の

河
瀬
直
美

さ
ん
が
、

１
月

（
火
）
に

来
村
さ
れ

ま
し
た
。

　河
瀬
監

督
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に
お
い
て

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督
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下
北
山
村
の
美
し
い
桜
が
今
年
も
き

れ
い
に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
４
月

を
迎
え
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ

た
方
も
多
い
の
で
は
？

　
こ
の
時
期
は
、
慣
れ
な
い
環
境
で
体

調
を
崩
さ
れ
や
す
い
方
も
多
い
で
す
の

で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

ね
。

◆
外
ヨ
ガ
教
室

　
下
北
山
村
の
お
い
し
い
空
気
、
満
開

の
桜
を
見
な
が
ら
外
で
ヨ
ガ
を
し
ま
せ

ん
か
？
心
も
身
体
も
開
放
さ
れ
る
こ
と

間
違
い
な
し
！

【
講
　
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
　
時
】
４
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は

　
　
　
　
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
飲
み
物

【
場
　
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
広
場

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】※

送
迎
要
事
前
申
込
み

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

◆
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
し
込
み
は
も
う
お
済

み
で
す
か
？

　
「
健
診
で
が
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。
早

期
発
見
で
き
て
よ
か
っ
た
」

　
こ
う
い
っ
た
お
声
を
村
の
中
で
も
よ

く
耳
に
し
ま
す
。

　
健
診
は
１
年
に
１
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

ね
。
ま
だ
お
申
し
込
み
が
お
済
み
で
な

い
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
５
月
27
日
（
月
）

　
　※

27
日
月
曜
日
は
午
前
７
時
よ
り

　
　
　
早
朝
健
診
を
実
施
。

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　※

送
迎
あ
り

◆
ご
長
寿
企
画
！
認
知
症
予
防
教
室

　
高
齢
期
に
最
も
多
い
病
気
と
言
わ
れ

て
い
る
認
知
症
。
み
ん
な
で
脳
ト
レ
＆

体
操
を
し
て
、
認
知
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

【
日
　
時
】
５
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
　
所
】
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】
送
迎
あ
り
（
前
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
に
要
予
約
）

◆
ワ
ン
コ
イ
ン
ヨ
ガ
教
室

　
な
ん
と
１
回
５
０
０
円
！
忙
し
く
て

全
部
は
参
加
で
き
な
い
け
ど…

な
ん
て

人
に
も
お
勧
め
で
す
！
気
の
向
い
た
と

き
に
で
も
大
丈
夫
！
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

も
、
肩
こ
り
予
防
に
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
日
　
時
】
①
５
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

※

日
程
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
１
回
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
６
回
２
０
０
０
円
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
も
あ
り

※

欠
席
、
途
中
で
止
め
ら
れ
た
場
合
で

も
返
金
不
可

【
各
種
お
申
込
み
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

工藤：こんにちは工藤ちゃんです。昨年からの流れで暖冬傾向はそのまま続き、雪が積もるこ
ともなく春に突入しましたね。それにしても今年はスギ花粉が多いのか十代の頃から悩まされ
ている花粉症でつらい日々です。とはいえ若い頃よりは症状が軽くなりました。
　さて畑の方ですが、春まなは漬物用が主で朝市、ショップしもきたさん、給食センターさん
や村外イベント等への出荷も行いました。しかし最初好調だったものの肥料切れが薹立ちを進
め、早めの菜の花の販売となってしまいました。今回は村外のマルシェでも販売させていただ
きましたが、さすが希少品の下北春まなだけあって非常に好評でした。マルシェ出店のついで
に配達もしてくるという形をとれれば、往復に少々時間がかかっても悪くはないと思います。
さらに贅沢を言えば一箇所の配達で何店舗かに振分けていただける取引先ですかね。
　また、すでに夏野菜の準備は着々と進めていて、昨年大好評だったあの落花生は作付け面積
を拡大する予定です。

渡部：こんにちは、愛菌家みなみです（犬が好きな人は愛犬家、発酵やそれに関わる菌が好き
なわたしは愛菌家。最近自分で肩書きを付けてみました笑）。早いものでもう春ですね。わた
しにとってこの１～３月は下北春まなの出店販売と各地でのお味噌づくりワークショップに駆
け抜けた３ヶ月でした。「下北春まな」は下北山村民のわたしたちにとってはなじみ深い物で
すが、村外の方にとってはとても珍しく貴重な物なので、村外で行う自身のイベントやマーケッ
トで販売するととても喜んで頂けます。「南朝みそ」も、今季は東京・奈良市・宇陀市・明日香村・
川上村で開催したお味噌づくりワークショップな
どで必ずおみそ汁にして食べてもらいましたが、
おいしいおいしいと大変好評を頂き、天然醸造・
少量生産・村内栽培米使用で丁寧に造られる酵母
菌の生きた生みそ＝「南朝みそ」の品質に、改め
て自信を深めました。
　愛菌家として何度でも言いたいことが、おみそ
汁の大切さ、偉大さ、すばらしさです。高価な機
能性ヨーグルトを求めなくても、日本人には昔か
ら食べてきたおみそ汁がある。しかもそれが自分
で手づくりした「手前みそ」だったら・・。
　そんな想いを形にしたような映画「いただきま
す～みそをつくるこどもたち」の上映会が３月
10日（日）と11日（月）、寺垣内コミュニティセ
ンターで行われました。主催はサポートきなり、
言い出しっぺは我らがはるちゃんこと小野晴美隊
員。鑑賞された方々の感想からも、とてもいい、
影響力のある映画だったことが伺えました。どう
ぞみなさんも、一日一杯おみそ汁習慣、おすすめ
ですよ◎

今月号の協力隊のつぶやきは
工藤と渡部が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その73

　２
０
１
９
年
４
月
27
日
（
土
）
か
ら

５
月
６
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
に
お
け

る
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
吉
野

病
院
、
五
條
病
院
の
診
療
体
制
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

０
７
４
７
‐
５
４
‐
５
０
０
０

吉
野
病
院０

７
４
６
‐
３
２
‐
４
３
２
１

五
條
病
院０

７
４
７
‐
２
２
‐
１
１
１
２

南
和
広
域
医
療
企
業
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
27
日（
土
）

４
月
28
日（
日
）

４
月
29
日（
月
）

４
月
30
日（
火
）

５
月
１
日（
水
）

５
月
２
日（
木
）

５
月
３
日（
金
）

５
月
４
日（
土
）

５
月
５
日（
日
）

５
月
６
日（
月
）

休
診

休
診

休
診

平
常
通
り
外
来
診
療

休
診

平
常
通
り
外
来
診
療

休
診

休
診

休
診

休
診
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下
北
山
村
の
美
し
い
桜
が
今
年
も
き

れ
い
に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
４
月

を
迎
え
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ

た
方
も
多
い
の
で
は
？

　
こ
の
時
期
は
、
慣
れ
な
い
環
境
で
体

調
を
崩
さ
れ
や
す
い
方
も
多
い
で
す
の

で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

ね
。

◆
外
ヨ
ガ
教
室

　
下
北
山
村
の
お
い
し
い
空
気
、
満
開

の
桜
を
見
な
が
ら
外
で
ヨ
ガ
を
し
ま
せ

ん
か
？
心
も
身
体
も
開
放
さ
れ
る
こ
と

間
違
い
な
し
！

【
講
　
師
】
桝
井
　
紋
子
先
生

【
日
　
時
】
４
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は

　
　
　
　
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
飲
み
物

【
場
　
所
】
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
広
場

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】※

送
迎
要
事
前
申
込
み

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

◆
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
し
込
み
は
も
う
お
済

み
で
す
か
？

　
「
健
診
で
が
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。
早

期
発
見
で
き
て
よ
か
っ
た
」

　
こ
う
い
っ
た
お
声
を
村
の
中
で
も
よ

く
耳
に
し
ま
す
。

　
健
診
は
１
年
に
１
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

ね
。
ま
だ
お
申
し
込
み
が
お
済
み
で
な

い
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
５
月
27
日
（
月
）

　
　※
27
日
月
曜
日
は
午
前
７
時
よ
り

　
　
　
早
朝
健
診
を
実
施
。

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　※

送
迎
あ
り

◆
ご
長
寿
企
画
！
認
知
症
予
防
教
室

　
高
齢
期
に
最
も
多
い
病
気
と
言
わ
れ

て
い
る
認
知
症
。
み
ん
な
で
脳
ト
レ
＆

体
操
を
し
て
、
認
知
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

【
日
　
時
】
５
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
　
所
】
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】
送
迎
あ
り
（
前
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
に
要
予
約
）

◆
ワ
ン
コ
イ
ン
ヨ
ガ
教
室

　
な
ん
と
１
回
５
０
０
円
！
忙
し
く
て

全
部
は
参
加
で
き
な
い
け
ど…

な
ん
て

人
に
も
お
勧
め
で
す
！
気
の
向
い
た
と

き
に
で
も
大
丈
夫
！
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

も
、
肩
こ
り
予
防
に
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
日
　
時
】
①
５
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

※

日
程
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
１
回
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
６
回
２
０
０
０
円
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
も
あ
り

※

欠
席
、
途
中
で
止
め
ら
れ
た
場
合
で

も
返
金
不
可

【
各
種
お
申
込
み
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

工藤：こんにちは工藤ちゃんです。昨年からの流れで暖冬傾向はそのまま続き、雪が積もるこ
ともなく春に突入しましたね。それにしても今年はスギ花粉が多いのか十代の頃から悩まされ
ている花粉症でつらい日々です。とはいえ若い頃よりは症状が軽くなりました。
　さて畑の方ですが、春まなは漬物用が主で朝市、ショップしもきたさん、給食センターさん
や村外イベント等への出荷も行いました。しかし最初好調だったものの肥料切れが薹立ちを進
め、早めの菜の花の販売となってしまいました。今回は村外のマルシェでも販売させていただ
きましたが、さすが希少品の下北春まなだけあって非常に好評でした。マルシェ出店のついで
に配達もしてくるという形をとれれば、往復に少々時間がかかっても悪くはないと思います。
さらに贅沢を言えば一箇所の配達で何店舗かに振分けていただける取引先ですかね。
　また、すでに夏野菜の準備は着々と進めていて、昨年大好評だったあの落花生は作付け面積
を拡大する予定です。

渡部：こんにちは、愛菌家みなみです（犬が好きな人は愛犬家、発酵やそれに関わる菌が好き
なわたしは愛菌家。最近自分で肩書きを付けてみました笑）。早いものでもう春ですね。わた
しにとってこの１～３月は下北春まなの出店販売と各地でのお味噌づくりワークショップに駆
け抜けた３ヶ月でした。「下北春まな」は下北山村民のわたしたちにとってはなじみ深い物で
すが、村外の方にとってはとても珍しく貴重な物なので、村外で行う自身のイベントやマーケッ
トで販売するととても喜んで頂けます。「南朝みそ」も、今季は東京・奈良市・宇陀市・明日香村・
川上村で開催したお味噌づくりワークショップな
どで必ずおみそ汁にして食べてもらいましたが、
おいしいおいしいと大変好評を頂き、天然醸造・
少量生産・村内栽培米使用で丁寧に造られる酵母
菌の生きた生みそ＝「南朝みそ」の品質に、改め
て自信を深めました。
　愛菌家として何度でも言いたいことが、おみそ
汁の大切さ、偉大さ、すばらしさです。高価な機
能性ヨーグルトを求めなくても、日本人には昔か
ら食べてきたおみそ汁がある。しかもそれが自分
で手づくりした「手前みそ」だったら・・。
　そんな想いを形にしたような映画「いただきま
す～みそをつくるこどもたち」の上映会が３月
10日（日）と11日（月）、寺垣内コミュニティセ
ンターで行われました。主催はサポートきなり、
言い出しっぺは我らがはるちゃんこと小野晴美隊
員。鑑賞された方々の感想からも、とてもいい、
影響力のある映画だったことが伺えました。どう
ぞみなさんも、一日一杯おみそ汁習慣、おすすめ
ですよ◎

今月号の協力隊のつぶやきは
工藤と渡部が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その73

　２
０
１
９
年
４
月
27
日
（
土
）
か
ら

５
月
６
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
に
お
け

る
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
吉
野

病
院
、
五
條
病
院
の
診
療
体
制
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

０
７
４
７
‐
５
４
‐
５
０
０
０

吉
野
病
院０

７
４
６
‐
３
２
‐
４
３
２
１

五
條
病
院０

７
４
７
‐
２
２
‐
１
１
１
２

南
和
広
域
医
療
企
業
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
27
日（
土
）

４
月
28
日（
日
）

４
月
29
日（
月
）

４
月
30
日（
火
）

５
月
１
日（
水
）

５
月
２
日（
木
）

５
月
３
日（
金
）

５
月
４
日（
土
）

５
月
５
日（
日
）

５
月
６
日（
月
）

休
診

休
診

休
診

平
常
通
り
外
来
診
療

休
診

平
常
通
り
外
来
診
療

休
診

休
診

休
診

休
診
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ワ
ク
ワ
ク

　

す
る
季
節

　
　
　
　

だ
ね

４
月
は

新
生
活
の

は
じ
ま
り

　
　
だ
ね

で
も
、

つ
ら
そ
う
な

人
も
い
る…

気
づ
い
て

行
動
す
る

こ
と
が

大
切
な
ん

だ
！

そ
れ
が
、

人
権
を

確
か
め
あ
う
日

の
願
い
な
ん
だ
ね

み
ん
な
の

問
題
だ
！

な
ん
と
か

し
な
く
っ

ち
ゃ
！

き
せ
つ

し
ん
せ
い

が
つ

ひ
と

きこ
う
ど
う

た
い

じ
ん

た
しね

が
い

ひ

け
ん

せ
つ

も
ん
だ
い

か
つ

　寒
い
冬
も
過
ぎ
、
温
か
い
日
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　冬
の
間
は
、
積
雪
等
の
た
め
少
な
か

っ
た
行
楽
客
が
こ
れ
か
ら
増
え
て
く
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　そ
こ
で
村
民
の
皆
様
は
、
一
層
交
通

事
故
に
遭
わ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

安
全
運
転
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　村
外
か
ら
来
た
人
に
は
、
村
内
の
事

故
が
多
い
場
所
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　皆
様
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
ま
た
、
村
外
か
ら
の
行
楽
客
等
に

よ
る
事
故
を
防
げ
る
よ
う
、

・
対
向
が
難
し
い
狭
路

・
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ

に
お
け
る
確
実
な
減
速
等
、
安
全
運
転

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
事
故
に
注
意
！

◆
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　毎
年
４
月
に
実
施
さ
れ
て
い
た
春
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
今
年
は
５
月
に

な
り
ま
す
。

　村
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
違
反
や
交
通

事
故
に
は
気
を
付
け
て
運
転
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
！

　奈
良
県
下
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
振

り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
の
不
審

電
話
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　手
口
も
様
々
で
、
実
際
に
被
害
に
遭

わ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　ま
た
他
県
で
、
全
国
銀
行
協
会
を
偽

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
送
付
さ
せ

る
新
た
な
特
殊
詐
欺
の
手
口
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　こ
の
新
た
な
特
殊
詐
欺
は
、
自
宅
に

封
書
が
郵
送
さ
れ
、
そ
の
封
書
に

・
「
元
号
改
正
に
よ
る
銀
行
法
改
正
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
書
類

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
変
更
申
込
書

・
返
信
用
封
筒
（
82
円
切
手
貼
付
）

が
同
封
さ
れ
て
お
り
、
金
融
機
関
、
口

座
番
号
、
暗
証
番
号
等
を
記
載
さ
せ
た

申
込
書
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
郵
送

さ
せ
る
と
い
う
手
口
で
す
。

　く
れ
ぐ
れ
も
返
信
し
な
い
で
、
警
察

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　平成31年２月25日から奈良県吉野土木事務所（上市庁
舎）の電話番号がダイヤルインに変わりました。
　代表番号【0746－32－4051】はこれまでと変わりませ
んが、下記のダイヤルイン番号で各担当課・担当係に電話が
直接つながります。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

所
在
不
明
に
な
っ
た
と
き
は

お
届
け
が
必
要
で
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

所
在
不
明
に
な
っ
た
と
き
は

お
届
け
が
必
要
で
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

所
在
不
明
に
な
っ
た
と
き
は

お
届
け
が
必
要
で
す
。

　年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
所
在
が
１

月
以
上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の

世
帯
の
世
帯
員
の
方
は
所
在
不
明
に
つ

い
て
の
届
出
を
速
や
か
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
提
出
先
は
お
近
く
の
年
金

事
務
所
ま
で
。

　お
届
け
い
た
だ
い
た
後
、
受
給
権
者

ご
本
人
の
健
在
を
確
認
し
、
所
在
が
不

明
な
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時

止
ま
り
ま
す
。

　年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て
い
る
方

の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、

年
金
の
お
受
け
取
り
を
再
開
す
る
た
め

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
お
近

く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

も
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

※

お
問
合
せ
の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

課
名

庶

　
　
　務

　
　
　課

計

　画

　調

　整

　課

用

　地
　・
　管
　理
　課

係
名

庶

　務

　工

　事

　係

計

　画

　調

　整

　係

用
　地
　係

管
　理
　係

ダイヤルイン番号

0746－32－4051
（代表）

0746－42－8018

0746－42－8011

0746－42－8012

0746－42－8013

0746－42－8014

担　当　業　務

庶務、工事等の入札の実
施、工事等の契約・支払、
建設業許可

建築基準法、開発許可、宅
造許可、建設リサイクル法

土木事業の予算・進捗

土木事業に関する計画、調
査及び調整

事業用地の取得・補償及び
嘱託登記

道路・河川の管理、道路・
河川の境界明示、占用許
可、県管理道路の情報

●
１
月
以
上

　
所
在
不
明
に
な
っ
た
と
き

☆
実
施
期
間

　
平
成
31
年
５
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
〜
同
年
５
月
20
日（
月
）

駐在さん通信駐在さん通信

ひとりじゃ
ないよ！

２０１９年４月
毎月１１日は「人権を確かめあう日」

設定30周年です！！

　４月１日より診療所医師が交替しております。これに伴い、休診日に
つきましても「毎週木曜日」へ変更となりますので、お知らせ致します。

ご不明な点等ございましたら、診療所までお問い合わせください。

退任のご挨拶
　2019年3月31日をもちまして診療所医師が交代することとなりました。1年と
いう短い期間ではありましたが、下北山村の皆様には本当に良くしていただき、
ありがとうございました。診察の際には、病気以外のことについてもいろいろと
お話しをうかがうことができました。その中で患者さんがどのような思いで診療
所に来られているか知ることができたことは、自分の中でかけがえのない財産に
なったような気がします。
　4月からの後任に田口医師が赴任されます。皆様におかれましては、これからも
元気よく健康に過ごされればと思います。1年間本当にありがとうございました。

2019年3月　切畑屋　友　希

診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

毎週木曜日
（医師研修日のため）

【休　診　日】【診療時間】

（受付時間午前８時～午前11時30分）
午前８時30分～正午

休診日について
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。

【
問
合
せ
先
】

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

も
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

※

お
問
合
せ
の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

課
名

庶

　
　
　務

　
　
　課

計

　画

　調

　整

　課

用

　地
　・
　管
　理
　課

係
名

庶

　務

　工

　事

　係

計

　画

　調

　整

　係

用
　地
　係

管
　理
　係

ダイヤルイン番号

0746－32－4051
（代表）

0746－42－8018

0746－42－8011

0746－42－8012

0746－42－8013

0746－42－8014

担　当　業　務

庶務、工事等の入札の実
施、工事等の契約・支払、
建設業許可

建築基準法、開発許可、宅
造許可、建設リサイクル法

土木事業の予算・進捗

土木事業に関する計画、調
査及び調整

事業用地の取得・補償及び
嘱託登記

道路・河川の管理、道路・
河川の境界明示、占用許
可、県管理道路の情報

●
１
月
以
上

　
所
在
不
明
に
な
っ
た
と
き

☆
実
施
期
間

　
平
成
31
年
５
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
〜
同
年
５
月
20
日（
月
）

駐在さん通信駐在さん通信

ひとりじゃ
ないよ！

２０１９年４月
毎月１１日は「人権を確かめあう日」

設定30周年です！！

　４月１日より診療所医師が交替しております。これに伴い、休診日に
つきましても「毎週木曜日」へ変更となりますので、お知らせ致します。

ご不明な点等ございましたら、診療所までお問い合わせください。

退任のご挨拶
　2019年3月31日をもちまして診療所医師が交代することとなりました。1年と
いう短い期間ではありましたが、下北山村の皆様には本当に良くしていただき、
ありがとうございました。診察の際には、病気以外のことについてもいろいろと
お話しをうかがうことができました。その中で患者さんがどのような思いで診療
所に来られているか知ることができたことは、自分の中でかけがえのない財産に
なったような気がします。
　4月からの後任に田口医師が赴任されます。皆様におかれましては、これからも
元気よく健康に過ごされればと思います。1年間本当にありがとうございました。

2019年3月　切畑屋　友　希

診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

毎週木曜日
（医師研修日のため）

【休　診　日】【診療時間】

（受付時間午前８時～午前11時30分）
午前８時30分～正午

休診日について
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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中学校　第55回卒業証書授与式

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
を

交
付
し
ま
し
た

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
を

交
付
し
ま
し
た

　
３
月
26
日
（
火
）
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を

祝
福
し
、
あ
わ
せ
て
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
１
軒
の
ご
家
庭
に
「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

祝
い
金
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　辻
本

　結
衣

　ち
ゃ
ん

（
父
・
基
貴
さ
ん

　母
・
友
美
さ
ん
）

つ
じ
も
と

ゆ

い

（平成30年９月27日生まれ）

「
家
族
一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

平成31年２月28日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

19）
6）
13）
　9）

人　口
男
女
世帯数

910人
418人
492人
567戸

先月比
0）
1）
1）
1）

（±
（＋
（－
（－

　３月１日（金）～ 10日（日）に奈良市のカフェ Bar「ことのまあかり」にて、「きっと来たく
なるきなりの郷下北山村フェア」が開催されました。期間中は下北山村をモチーフにした
グッズや特産品の販売、サポートきなりの渡部みなみさんによる「手前味噌づくりワーク
ショップ」や村の文化を伝えるイベントなどが行われました。
　また、３月８日（金）東京都内の奈良まほろば館において、「下北山村の木材を使ったカッ
ティングボード作り」が行われました。スカイウッド㈱と奈良県奥大和・移住交流推進室
のご協力で、カッティングボード作りや村のPRを行いました。翌３月９日（土）には、東京
都内において「紀伊半島移住促進イベント」が行われ、
下北山村からは、地域おこし協力隊の小野正晴さん・
晴美さんがゲストとして参加し、下北山村へ移住し
たきっかけや村での暮らしを首都圏在住の参加者に
伝えていただきました。
　今後も村外の方々が様々な形で下北山村の魅力を
知り、村に足を運んでいただけたらと思います。
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